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自
然
事
象
と
の
対
話 

児
童
相
互
の
対
話 

学
級
全
体
で
の
対
話 

たくさんの条件があった

が、関係のない条件は省い

てもよかったのではないか 

これまでに蓄積してきた結果を基

に、条件をたくさん考えて取り組

んでいたので飛ばせたかった 

理科の発展として

の内容だったが、Ｓ

Ｃ科と理科の違い

は一体何なのか。 

飛ぶ距離には空気と水が関

係していたなあ 

水の量は２００ml、

発射角度は４５度 

先端の重さにも関

係があるのかな 

先端の重さは５０ｇ、 

空気の量は１０回 

ソフトボール投げで

斜めに飛ばしたから

４５度にしよう 

発射台の近くに壁があるから

発射角度を考え直そう 

重すぎても飛ばないし軽すぎても飛ば

ないから１５０ｇにすると考えました。 

向きは少し違ったけれど、距離は大体

予想通りのところに着陸しました。 

前に２００ｇで実験した時に

１０ｍ以下だったから･･･ 

機体が安定して着陸する

ためには発射角度を６０

度にしよう 


